
(57)【要約】

【課題】本発明は、プラズマトーチを用いた廃ガス処理

装置に関するものである。

【解決手段】本発明によれば、ボディー内部に空き空間

として設けられた主燃焼室に向けて処理対象の廃ガスが

流入されるための廃ガス流入口が形成され、廃ガス流入

口を介して流入された廃ガスに火炎伝播が行われるよう

にプラズマトーチが形成された廃ガス処理装置において

、プラズマトーチのノズルを介して放射される火炎に向

けて高温の水蒸気が噴霧できるように備えられたスチー

ム噴射口と、主燃焼室の下側にチューブ状に長く延長さ

れて形成され、プラズマトーチのノズル圧力により誘導

された廃ガスと反応促進化合物との化学反応が起こる反

応チューブとを含めてなされることを特徴とするプラズ

マトーチを用いた廃ガス処理装置が提供される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ボ デ ィ ー 内 部 に 空 き 空 間 と し て 設 け ら れ た 主 燃 焼 室 に 向 け て 処 理 対 象 の 廃 ガ ス が 流 入 さ
れ る た め の 廃 ガ ス 流 入 口 が 形 成 さ れ 、 前 記 廃 ガ ス 流 入 口 を 介 し て 流 入 さ れ た 廃 ガ ス に 火 炎
伝 播 が 行 わ れ る よ う に プ ラ ズ マ ト ー チ が 形 成 さ れ た 廃 ガ ス 処 理 装 置 に お い て 、
　 前 記 プ ラ ズ マ ト ー チ の ノ ズ ル を 介 し て 放 射 さ れ る 火 炎 に 向 け て 高 温 の 水 蒸 気 が 噴 霧 で き
る よ う に 備 え ら れ た ス チ ー ム 噴 射 口 と 、
　 前 記 主 燃 焼 室 の 下 側 に チ ュ ー ブ 状 に 長 く 延 長 さ れ て 形 成 さ れ 、 プ ラ ズ マ ト ー チ の ノ ズ ル
圧 力 に よ り 誘 導 さ れ た 廃 ガ ス と 反 応 促 進 化 合 物 と の 化 学 反 応 が 起 こ る 反 応 チ ュ ー ブ と を 含
め て な さ れ る こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 主 燃 焼 室 内 部 の 方 に 廃 ガ ス に 含 ま れ た 物 質 と の 化 学 反 応 の た め に 反 応 促 進 化 合 物 を
供 給 す る た め に 形 成 さ れ た 第 １ 反 促 進 化 合 物 流 入 口 を さ ら に 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 反 応 チ ュ ー ブ 側 面 の 方 に 反 応 促 進 化 合 物 が 水 と 共 に 噴 霧 で き る よ う に 形 成 さ れ た 第
２ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 を さ ら に 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の プ
ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ボ デ ィ ー の 下 部 に 設 け ら れ る フ ィ ル タ ー を さ ら に 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ３ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 を 介 し て 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム (Ｎ ａ Ｏ Ｈ )と 水 (Ｈ ２ Ｏ )と が 供 給
さ れ る よ う に 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 プ ラ ズ マ ト ー チ は 、
　 カ ソ ー ド 電 極 と 、
　 前 記 カ ソ ー ド 電 極 が 縦 方 向 に 組 み 立 て ら れ 、 中 央 部 の 下 部 面 に は １ 次 燃 焼 室 が 形 成 さ れ
、 該 周 辺 部 に は 冷 却 水 路 が 設 け ら れ た カ ソ ー ド 電 極 体 と 、
　 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 の １ 次 燃 焼 室 か ら 所 定 間 隔 離 れ た と こ ろ に 位 置 さ れ 、 且 つ そ の 中 央
部 の 下 側 に ２ 次 燃 焼 室 が 形 成 さ れ た イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と 、
　 前 記 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 か ら 所 定 間 隔 離 れ た と こ ろ に 位 置 さ れ る ア ノ ー ド 電 極 体 と 、
　 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 と イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と の 間 に 介 在 さ れ る こ と で 絶 縁 を 行 い 、 該
外 周 縁 側 か ら 内 周 縁 側 に ワ ー キ ン グ ガ ス を 供 給 す る た め の ガ ス 注 入 口 が 備 え ら れ た 上 部 絶
縁 体 と 、
　 前 記 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と ア ノ ー ド 電 極 体 と の 間 に 介 在 さ れ る こ と で 絶 縁 を 行 い 、 そ
の 外 周 縁 側 か ら 内 周 縁 側 に ワ ー キ ン グ ガ ス を 供 給 す る た め の ガ ス 注 入 口 が 備 え ら れ た 下 部
絶 縁 体 と を 含 め て 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ５ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を
用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 と 前 記 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と 前 記 ア ノ ー ド 電 極 体 と の 内 部 に は 、
放 電 時 に 温 度 を 低 く さ せ る た め の 冷 却 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記
載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 の １ 次 燃 焼 室 中 央 部 の 下 部 面 は 、 前 記 カ ソ ー ド 電 極 の 下 端 が 陥 没 さ
れ た 状 態 で 組 み 立 て ら れ る よ う に 、 屋 根 状 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載
の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ア ノ ー ド 電 極 体 は 、 そ の 上 面 中 央 部 の 方 に 前 記 ２ 次 燃 焼 室 の 内 部 に 向 け て ノ ズ ル の
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入 口 部 が 山 状 に 突 出 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を
用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ２ 次 燃 焼 室 は 、 １ 次 燃 焼 室 よ り 大 き い も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載
の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 上 部 絶 縁 体 と 下 部 絶 縁 体 の ガ ス 注 入 口 は 、 螺 旋 状 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ０ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ア ノ ー ド 電 極 体 と イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と の 中 央 断 面 間 隔 が 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 と
イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と の 中 央 断 面 間 隔 よ り 大 き い も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
１ に 記 載 の プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 に 関 す る も の で あ っ て 、 よ り 詳 し く
は 高 温 燃 焼 が 可 能 な プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い て 半 導 体 、 Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ Ｄ (Ｔ ｈ ｉ ｎ  Ｆ ｉ ｌ ｍ
 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ 　 Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ  Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ  Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ )、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ (Ｏ
ｒ ｇ ａ ｎ ｉ ｃ  Ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ  Ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ  Ｄ ｉ ｏ ｄ ｅ ） な ど の 製 造 工 程 か ら 生 ず る 毒
性 Ｐ Ｆ Ｃ (Ｐ ｅ ｒ ｆ ｌ ｕ ｏ ｒ ｏ ｃ ｏ ｍ ｐ ｕ ｎ ｄ )ガ ス を 燃 焼 さ せ る 過 程 に お い て 、 有 害 な 物
質 を 無 害 な も の に 置 換 さ せ 得 る 反 応 物 質 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 人 体 に 有 害 な 状 態 の 廃
ガ ス を 無 害 な 状 態 の 副 産 物 と 安 全 な 状 態 の ガ ス に 排 出 さ せ る こ と が 可 能 な プ ラ ズ マ ト ー チ
を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 産 業 化 に 伴 っ て 各 種 産 業 施 設 か ら 放 出 さ れ る 有 害 廃 ガ ス に よ る 環 境 汚 染 は 、 国 内 外 に お
い て 深 刻 な 問 題 と な っ て い る 一 方 、 こ う し た 産 業 施 設 の 稼 動 過 程 か ら 生 じ 得 る 有 害 廃 ガ ス
を 処 理 す る た め に 多 角 的 な 研 究 が 進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 研 究 の 一 環 と し て 、 特 許 文 献 １ の 「 廃 ガ ス 有 害 成 分 処 理 装 置 」 に 記 載 さ れ た よ う
に 化 学 的 蒸 着 工 程 及 び プ ラ ズ マ 腐 食 工 程 を 通 じ て 廃 ガ ス に 含 ま れ て い る 有 害 物 質 を 処 理 す
る 廃 ガ ス 処 理 シ ス テ ム が あ り 、 特 許 文 献 ２ の 「 プ ラ ズ マ 熱 分 解 に よ る 廃 棄 物 処 理 装 置 及 び
方 法 」 に 記 載 さ れ た よ う に 、 有 害 ガ ス が 通 過 す る 炉 の 途 中 に 有 害 廃 ガ ス を 熱 分 解 す る た め
の プ ラ ズ マ ト ー チ が 設 け ら れ た 廃 ガ ス 処 理 シ ス テ ム が あ り 、 特 許 文 献 ３ の 「 プ ラ ズ マ 式 半
導 体 後 工 程 パ ウ ダ ー 除 去 装 置 」 に 記 載 さ れ た よ う に 、 有 害 廃 ガ ス が 通 過 さ れ る チ ャ ン バ ー
の 途 中 に プ ラ ズ マ 放 電 に よ る 有 害 物 質 の 集 塵 が 行 わ れ る こ と が 可 能 な 廃 ガ ス 処 理 シ ス テ ム
も が 提 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ４ に 記 載 の 「 有 害 廃 棄 物 処 理 用 空 胴 型 プ ラ ズ マ ト ー チ 」 の よ う な 廃 ガ ス
シ ス テ ム に 適 用 さ れ る た め の プ ラ ズ マ ト ー チ に 関 す る 技 術 が 提 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 即 ち 、 廃 ガ ス の 処 理 の た め の 炉 の 一 側 に 高 温 (4,000～ 7,000℃ )の 燃 焼 熱 を 加 え る た め の
プ ラ ズ マ ト ー チ が 設 け ら れ る こ と に よ っ て 廃 ガ ス の 熱 分 解 及 び 遊 離 化 が 進 行 さ れ 、 よ り 安
全 な 状 態 の ガ ス 及 び 副 産 物 の 生 成 が あ る 程 度 は 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 半 導 体 、 Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ Ｄ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 製 造 工 程 か ら 生 ず る 毒 性 Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス
を 構 成 す る 成 分 に 対 し て は 充 分 な 熱 分 解 及 び 遊 離 化 が 行 わ れ に く く 、 廃 ガ ス 処 理 シ ス テ ム
の た め の プ ラ ズ マ ト ー チ の 性 能 が 劣 る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 大 韓 民 国 登 録 特 許 公 報 １ ０ － ０ １ ７ ６ ６ ５ ９ 号
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【 特 許 文 献 ２ 】 大 韓 民 国 登 録 特 許 公 報 １ ０ － ０ ５ ２ ９ ８ ２ ６ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 大 韓 民 国 登 録 特 許 公 報 １ ０ － ０ ５ ５ ８ ２ １ １ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 大 韓 民 国 登 録 特 許 公 報 １ ０ － ０ ４ ５ ９ ３ １ ５ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 問 題 等 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ っ て 、 該 目 的 は 、 高 温 燃 焼 可 能 な プ ラ
ズ マ ト ー チ を 用 い て 半 導 体 、 Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ Ｄ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 製 造 工 程 か ら 生 ず る 毒 性 Ｐ
Ｆ Ｃ ガ ス を 燃 焼 さ せ る 過 程 に お い て 、 有 害 な 物 質 を 無 害 な も の に 置 換 さ せ る こ と が 可 能 な
反 応 物 質 を 供 給 す る こ と に よ っ て 、 人 体 に 有 害 な 状 態 の 廃 ガ ス を 無 害 な 副 産 物 と 安 全 な ガ
ス に 排 出 す る こ と が 可 能 と な る プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 し た 本 発 明 の 目 的 は 、 ボ デ ィ ー 内 に 空 き 空 間 と し て 設 け ら れ た 主 燃 焼 室 に 向 け て 処
理 対 象 と な る 廃 ガ ス が 流 入 さ れ る た め の 廃 ガ ス 流 入 口 が 形 成 さ れ 、 廃 ガ ス 流 入 口 を 介 し て
流 入 さ れ た 廃 ガ ス に 火 炎 伝 播 が 行 わ れ る よ う に プ ラ ズ マ ト ー チ が 形 成 さ れ た 廃 ガ ス 処 理 装
置 に お い て 、 プ ラ ズ マ ト ー チ の ノ ズ ル を 介 し て 放 射 さ れ る 火 炎 に 向 け て 高 温 の 水 蒸 気 が 噴
霧 で き る よ う に 備 え ら れ た ス チ ー ム 噴 射 口 と 、 主 燃 焼 室 の 下 側 に チ ュ ー ブ 状 に 長 く 延 長 さ
れ て 形 成 さ れ 、 プ ラ ズ マ ト ー チ の ノ ズ ル 圧 力 に よ り 誘 導 さ れ た 廃 ガ ス と 反 応 促 進 化 合 物 と
の 化 学 反 応 が 起 こ る 反 応 チ ュ ー ブ と を 含 め て な さ れ る こ と を 特 徴 と す る プ ラ ズ マ ト ー チ を
用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 廃 ガ ス 処 理 装 置 に よ れ ば 、 プ ラ ズ マ ト ー チ か ら 放 射 さ
れ る 高 温 の 火 炎 に よ り 廃 ガ ス 中 に 含 ま れ て い た 有 害 成 分 を 熱 分 解 さ せ た 後 、 燃 焼 室 及 び 内
部 空 間 か ら 供 給 さ れ る 反 応 促 進 化 合 物 と の 化 学 反 応 を 通 じ て 廃 ガ ス を よ り 無 害 な 状 態 に 排
出 さ せ る こ と が で き る 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 の 構 成 及 び 作 動 に よ る 望 ま
し い 実 施 例 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 廃 ガ ス 処 理 装 置 の 構 成 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 発 明 に 適 用 さ れ た プ
ラ ズ マ ト ー チ の 構 成 図 で あ り 、 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 廃 ガ ス 処 理 装 置 の 作 動 状 態 図 で あ る
。 図 面 上 、 符 号 １ ０ は 本 発 明 に よ り 構 成 さ れ た 廃 ガ ス 処 理 装 置 を 指 し 示 す も の で あ り 、 符
号 ３ ０ は 本 発 明 に よ り 構 成 さ れ た プ ラ ズ マ ト ー チ を 指 し 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 廃 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ の ボ デ ィ ー １ １ は 筒 形 状 で あ っ て 、 そ の 上 部 一 側 に は 廃 ガ ス の
流 入 の た め の 廃 ガ ス 流 入 口 １ ２ が 形 成 さ れ 、 ボ デ ィ ー １ １ の 下 部 側 に は 処 理 済 の 廃 ガ ス の
排 出 の た め の 排 出 口 １ ３ が 形 成 さ れ る 。 こ の 廃 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ が 半 導 体 、 Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ
Ｄ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 製 造 工 程 か ら 生 ず る 毒 性 Ｐ Ｆ Ｃ ガ ス を 処 理 す る た め に 製 作 さ れ た 点 に
鑑 み て 、 一 つ の 装 置 で 様 々 な ど こ ろ か ら 発 生 し 得 る 廃 ガ ス の 処 理 が 可 能 と な る よ う に 前 記
廃 ガ ス 流 入 口 １ ２ は 、 ボ デ ィ ー １ １ の 上 部 に 複 数 個 形 成 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。 な お 、
排 出 口 １ ３ の 前 方 は ボ デ ィ ー １ １ の 内 部 を 通 過 す る 過 程 で 広 く 広 が っ た 状 態 の 流 体 が 一 箇
所 に 集 め ら れ て か ら 排 出 が 行 わ れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 廃 ガ ス の 流 入 口 １ ２ は ボ デ ィ ー １ １ の 上 部 内 部 に 設 け ら れ る 主 燃 焼 室 １ ４ に 連 通 さ れ 、
且 つ 、 前 記 主 燃 焼 室 １ ４ は 環 形 の 空 間 状 に 形 成 さ れ る 。 主 燃 焼 室 １ ４ の 上 部 側 に は プ ラ ズ
マ ト ー チ ３ ０ の ノ ズ ル ３ １ が 向 け ら れ る よ う に プ ラ ズ マ ト ー チ ３ ０ が 装 着 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 特 に 、 プ ラ ズ マ ト ー チ ３ ０ の ノ ズ ル ３ １ を 介 し て 放 射 さ れ た 火 炎 が 前 記 主 燃 焼 室 １ ４ に
流 入 さ れ る 過 程 で 廃 ガ ス 内 の 物 質 が 還 元 (再 結 合 )さ れ る こ と を 防 止 す る ば か り で な く 、 且
つ 、 熱 分 解 さ れ た 廃 ガ ス が 水 素 化 合 物 と 酸 化 物 と に 置 換 さ れ る こ と を 導 く た め の 水 蒸 気 注
入 の た め の ス チ ー ム 噴 射 口 ２ １ が 形 成 さ れ る 。 ス チ ー ム 噴 射 口 ２ １ は 、 廃 ガ ス 処 理 装 置 １
０ の ボ デ ィ ー １ １ と は 別 に 形 成 さ れ る ス チ ー ム 発 生 器 ２ ０ と ス チ ー ム 供 給 ラ イ ン ２ ２ と を
通 じ て 連 結 さ れ る と 共 に 、 複 数 の 位 置 に 形 成 さ れ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 主 燃 焼 室 １ ４ の 側 壁 に は 、 主 燃 焼 室 １ ４ に 供 給 さ れ た 廃 ガ ス と 化 学 反 応 を 起 こ し
、 プ ラ ズ マ ト ー チ を 介 し た 廃 ガ ス の 熱 分 解 過 程 で 有 害 物 質 の 酸 化 還 元 反 応 を 促 進 さ せ る た
め の 反 応 促 進 化 合 物 が 供 給 で き る よ う に す る 第 １ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ３ が 接 続 さ れ る
。 こ の 第 １ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ３ を 介 し て 液 体 状 態 の 水 (Ｈ ２ Ｏ )と 共 に 混 合 さ れ た 水
酸 化 ナ ト リ ウ ム (Ｎ ａ Ｏ Ｈ )が 供 給 さ れ る 。 こ う し て 供 給 さ れ た 水 は 、 後 述 す る 反 応 チ ュ ー
ブ ２ ５ の 壁 面 を プ ラ ズ マ ト ー チ を 介 し て 伝 達 さ れ た 高 温 よ り 保 護 せ し め る 役 割 を 奏 す る と
共 に 、 蒸 発 さ れ る こ と に よ っ て 熱 分 解 さ れ た 廃 ガ ス の 物 質 と 化 学 反 応 を 起 こ し て Ｎ ａ 化 合
物 と Ｈ 化 合 物 の 生 成 を 誘 導 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 一 方 、 前 記 主 燃 焼 室 １ ４ の 下 側 に は 、 ボ デ ィ ー １ １ の 内 部 空 間 １ ５ に 向 け て 長 く 延 長 形
成 さ れ る チ ュ ー ブ 状 の 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ が 設 け ら れ る が 、 こ の 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ の 下 端 は
、 ボ デ ィ ー １ １ の 内 部 下 側 に 設 け ら れ た フ ィ ル タ ー ２ ６ と の 境 界 の た め に 備 え ら れ た 隔 壁
１ ７ の 中 間 部 分 ま で 長 く 延 長 形 成 さ れ る 。 つ ま り 、 図 面 に 示 さ れ た よ う に ボ デ ィ ー １ １ の
内 部 空 間 １ ５ の 下 部 周 縁 部 に は 廃 ガ ス の 熱 分 解 及 び 遊 離 化 に よ り 生 成 さ れ た 物 質 の 濾 過 を
行 う た め の フ ィ ル タ ー ２ ６ が 備 え ら れ る が 、 前 記 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ を 通 過 し た 流 体 が 直 ち
に フ ィ ル タ ー ２ ６ を 通 過 し な い よ う に フ ィ ル タ ー ２ ６ の 内 周 縁 と 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ と の 間
に は 隔 壁 １ ７ が 設 け ら れ る 。 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ は 主 燃 焼 室 に 比 し て 細 長 く 形 成 さ れ る こ と
に よ っ て 、 プ ラ ズ マ の 密 度 を 高 め る こ と が で き 、 エ ネ ル ギ ー を 集 中 さ せ る 役 割 を 果 た す こ
と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ を 通 過 し 、 １ 次 化 学 反 応 の 起 こ っ た 廃 ガ ス が 隔 壁 １ ６ 、
１ ７ と 衝 突 す る こ と に よ っ て 上 向 き と な る 過 程 で 、 も う 一 度 化 学 反 応 が 生 じ ら れ る よ う に
誘 導 す る た め の 反 応 促 進 化 合 物 を 供 給 す る 第 ２ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ４ が 形 成 さ れ る 。
こ の 第 ２ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ４ を 介 し て 気 体 状 態 の 水 (Ｈ ２ Ｏ )と 共 に 混 合 さ れ た 水 酸
化 ナ ト リ ウ ム (Ｎ ａ Ｏ Ｈ )が 供 給 さ れ る 。 こ う し て 供 給 さ れ る 気 体 状 態 の 水 と 水 酸 化 ナ ト リ
ウ ム は 、 フ ィ ル タ ー ２ ６ に 向 け る 気 体 の 冷 却 と 酸 性 ガ ス の 中 和 の た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ り 構 成 さ れ た 廃 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ に 適 用 さ れ る プ ラ ズ マ ト ー チ ３ ０ は 、 図 ２
に 示 さ れ た よ う に 、 胴 体 を 構 成 す る 各 部 分 は 電 気 の 通 電 可 否 に よ っ て 、 カ ソ ー ド 電 極 体 ３
２ 、 上 部 絶 縁 体 ３ ４ 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン (ｉ ｇ ｎ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ )電 極 体 ３ ５ 、  下 部 絶 縁 体 ３ ６
、 ア ノ ー ド 電 極 体 ３ ７ か ら な り 、 特 に 、 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 ３ ２ 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体
３ ５ 、 ア ノ ー ド 電 極 体 ３ ７ の 内 部 に は 、 放 電 時 に 高 熱 と な っ た 部 品 の 各 部 分 の 温 度 を 低 く
す る た め の 冷 却 孔 Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 ３ ２ と イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３
５ と ア ノ ー ド 電 極 体 ３ ７ と の 間 の 間 隙 で 放 電 ア ー ク が 生 成 さ れ る よ う に す る た め に 、 カ ソ
ー ド 電 極 体 ３ ２ の 中 央 部 に は 上 下 方 向 に 長 く カ ソ ー ド 電 極 ３ ３ が 立 て ら れ た 状 態 で 組 合 わ
せ ら れ る 。 特 に 、 カ ソ ー ド 電 極 ３ ３ の 下 端 は 、 カ ソ ー ド 電 極 体 ３ ２ の 下 部 面 に 設 け ら れ る
１ 次 燃 焼 室 ３ ８ に 向 け て 露 出 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る が 、 前 記 １ 次 燃 焼 室 ３ ８ は 、 該 断 面
形 状 か ら 屋 根 形 状 を 連 想 し 得 る よ う に 下 部 に 向 け て 徐 々 に 広 く な る 形 状 に 設 け ら れ る 。 カ
ソ ー ド 電 極 体 ３ ２ の 底 面 に は カ ソ ー ド 電 極 体 と は 直 接 的 な 通 電 が 行 わ れ な い イ グ ニ ッ シ ョ
ン 電 極 体 ３ ５ が カ ソ ー ド 電 極 体 の 底 面 か ら 所 定 間 隙 を 保 持 し た ま ま 、 上 部 絶 縁 体 ３ ４ を 介
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し て 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ は 、 カ ソ ー ド 電 極 体 の よ う な 金 属 材 (銅 )か ら な り 、 そ の 中 央
部 に は １ 次 燃 焼 室 ３ ８ の 下 部 直 径 と ほ ぼ 同 様 な 大 き さ の 貫 通 孔 が 貫 通 形 成 さ れ 、 前 記 貫 通
孔 の 下 部 に は １ 次 燃 焼 室 ３ ８ よ り 大 き い ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ が 形 成 さ れ る 。 ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ の
場 合 に も １ 次 燃 焼 室 の 場 合 と 同 じ く 該 断 面 形 状 か ら 屋 根 形 状 が 連 想 で き る よ う に 下 部 に 向
け て 徐 々 に 直 径 が 大 き く な る 構 造 を な す こ と に な る 。 前 記 貫 通 孔 の 内 周 縁 は 、 カ ソ ー ド 電
極 ３ ３ に 対 応 す る ア ノ ー ド 電 極 と な る の で あ り 、 前 記 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ に 電 源 部
４ ０ か ら ＋ 電 源 ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る た め の 端 子 が 一 側 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 部 絶 縁 体 ３ ４ に 設 け ら れ る ガ ス 注 入 口 ３ ４ ａ を 介 し て は 上 部 絶 縁 体 ３ ４ の 外 周 縁 側 か
ら 内 周 縁 側 に 向 け て 供 給 さ れ た ワ ー キ ン グ ガ ス が 噴 射 さ れ る も の の 、 噴 射 さ れ る ワ ー キ ン
グ ガ ス の 進 路 が 上 部 絶 縁 体 ３ ４ の 中 央 に 集 中 さ れ る 形 態 で は な い ス ワ ー ル (ｓ ｗ ｉ ｒ ｌ )を
引 き 起 こ す 形 態 と な る よ う に す る た め に ガ ス 注 入 口 ３ ４ ａ が 螺 旋 状 に 所 定 角 度 の 間 隔 で 複
数 形 成 さ れ 、 つ ま り ２ ～ ４ 個 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 ９ ０ ° の 間
隔 を な し な が ら 四 つ 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 下 部 絶 縁 体 ３ ６ に 設 け ら れ る ガ ス 注 入 口 ３ ６ ａ の 場 合 に も 上 部 絶 縁 体 ３ ４ に 備 え
ら れ た ガ ス 注 入 口 ３ ４ ａ と 同 じ く ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ に 向 け て ガ ス が 噴 射 さ れ る 形 態 が ス ワ ー
ル (ｓ ｗ ｉ ｒ ｌ )を 引 き 起 こ す 形 態 と な る よ う に ガ ス 注 入 口 ３ ６ ａ が 螺 旋 状 に 所 定 角 度 の 間
隔 で 複 数 形 成 さ れ 、 ２ ～ ４ 個 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は 、 ９ ０ ° の 間
隔 を な し な が ら 四 つ 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 、 図 ２ に 示 さ れ た よ う に そ れ ぞ れ の 電 極 体 の 中 央 断 面 間 隔 を 同 様 に す る こ と も 可 能
で あ る が 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 に よ る ア ノ ー ド 電 極 体 と イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と の 中
央 断 面 間 隔 を カ ソ ー ド 電 極 体 と イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 と の 中 央 断 面 間 隔 よ り 大 き く す る こ
と が 好 ま し い 。 詳 し く は 、 ２ ～ ５ 倍 範 囲 内 に 間 隔 を 置 く こ と が 好 ま し い 。 つ ま り 、 電 源 部
の ＋ 電 源 が 印 加 さ れ る イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ と ア ノ ー ド 電 極 体 ３ ７ は 、 １ 次 燃 焼 室 ３
８ 及 び ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ が 位 置 さ れ た そ の 中 央 部 が 周 辺 部 よ り 小 さ い 断 面 を 持 っ た ま ま 形 成
さ れ る こ と に よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 端 子 に 印 加 さ れ た 電 流 は 電 気 的 な 特 性 上 、 自 然 に １ 次 燃
焼 室 ３ ８ 及 び ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ 側 に 誘 導 さ れ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 に よ り 構 成 さ れ た プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 の 作 動 状 態
に つ い て 簡 単 に 述 べ る 。
　 先 ず 、 廃 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ に 流 入 さ れ る 廃 ガ ス を 燃 焼 さ せ る た め の 火 炎 を 提 供 す る た め
に プ ラ ズ マ ト ー チ ３ ０ に よ り 電 源 部 ４ ０ の － 電 流 が カ ソ ー ド 電 極 ３ ２ に 印 加 さ れ 、 電 源 部
の ＋ 電 流 が イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ に 印 加 さ れ る こ と に よ っ て 、 カ ソ ー ド 電 極 ３ ２ は 陰
極 性 を 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ は 陽 極 性 を 帯 び る こ と に な る 。 し た が っ て 、 １ 次 燃 焼
室 ３ ８ で は カ ソ ー ド 電 極 体 ３ ２ の 電 子 が イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ に 放 電 さ れ な が ら 、 火
花 (ス パ ー ク )を 起 こ す こ と に な り 、 こ れ と 共 に ガ ス 注 入 口 ３ ４ ａ を 介 し て ワ ー キ ン グ ガ ス
が 供 給 さ れ る 。 し た が っ て 、 １ 次 燃 焼 室 ３ ８ で は 放 電 及 び ワ ー キ ン グ ガ ス の 燃 焼 に よ る 火
炎 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 前 記 カ ソ ー ド 電 極 体 ３ ２ か ら イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ に 放 電 さ れ た － 電 流 に よ
り イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３ ５ は 陰 極 性 を 帯 び る こ と に な る た め 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン 電 極 体 ３
５ と ア ノ ー ド 電 極 体 ３ ７ と の 間 に 設 け ら れ た ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ に お い て も 火 花 (ス パ ー ク )を
起 こ す こ と に な る 。 こ の 過 程 で も 、 ガ ス 注 入 口 ３ ６ ａ を 介 し て ２ 次 燃 焼 室 ３ ９ に ワ ー キ ン
グ ガ ス が 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 放 電 ア ー ク に よ り 燃 焼 さ れ る た め 、 よ り 活 性 化 さ れ た 高
温 の 火 炎 が 発 生 さ れ る 。 こ の よ う に 発 生 さ れ た 火 炎 は 、 プ ラ ズ マ ト ー チ ３ ０ の 下 部 に 設 け
ら れ た ノ ズ ル ３ １ を 介 し て 廃 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ の 主 燃 焼 室 １ ４ に 放 射 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-326089 A 2007.12.20



【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 廃 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ の ボ デ ィ ー １ １ の 上 側 に 設 け ら れ た 廃 ガ ス 流 入 口 １ ２ を 介
し て 半 導 体 、 Ｔ Ｆ Ｔ 　 Ｌ Ｃ Ｄ 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ な ど の 製 造 工 程 か ら 生 じ ら れ た 廃 ガ ス が 主 燃 焼 室
１ ４ に 流 入 さ れ る こ と に よ っ て 、 廃 ガ ス は 燃 焼 過 程 を 通 じ て 熱 分 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 廃 ガ ス の 流 入 と 共 に ス チ ー ム 噴 射 口 ２ １ を 介 し て ス チ ー ム 発 生 器 ２ ０ か ら 生 成 さ れ た 水
蒸 気 が ス チ ー ム 供 給 ラ イ ン ２ ２ に 沿 っ て プ ラ ズ マ ト ー チ ３ ０ の ノ ズ ル ３ １ に 放 射 さ れ る 火
炎 に 向 け て 噴 射 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 ス チ ー ム 噴 射 口 ２ １ を 介 し て 火 炎 と は 平
行 と な る よ う に 水 蒸 気 状 態 に 活 性 化 さ れ た 水 (Ｈ ２ Ｏ )と 空 気 と が 供 給 さ れ る こ と か ら 、 主
燃 焼 室 １ ４ で 廃 ガ ス が 熱 分 解 さ れ る 過 程 で 水 素 化 合 物 と 酸 化 物 と へ の 置 換 を 促 進 さ せ る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 第 １ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ３ を 介 し て 液 状 の 水 と 混 合 さ れ た 水 酸 化 ナ ト
リ ウ ム が 主 燃 焼 室 １ ４ に 供 給 さ れ る こ と に よ っ て 、 廃 ガ ス の 熱 分 解 に よ り 生 成 さ れ た 流 体
が Ｎ ａ 化 合 物 及 び Ｈ 化 合 物 に 置 換 さ れ る 反 応 を 誘 導 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ３ に 供 給 さ れ た 化 合 物 と 廃 ガ ス 及 び 火 炎 は 、 主 燃 焼 室 １ ４
の 下 側 に 延 長 形 成 さ れ た 反 応 チ ュ ー ブ ２ ６ に 沿 っ て 下 向 さ れ る 過 程 で 化 学 反 応 が 起 こ る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 反 応 チ ュ ー ブ ２ ５ を 通 過 し た 廃 ガ ス は フ ィ ル タ ー ２ ６ の 下 部 側 及 び 内 周 縁 側 に 備 え
ら れ た 隔 壁 １ ６ 、 １ ７ に よ り そ の 流 動 方 向 が 上 向 き 及 び 外 向 き に 変 わ る こ と に な る 。 こ の
過 程 で 、 第 ２ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ４ を 介 し て 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム と 混 合 さ れ た 水 が 気 体
状 態 に 噴 射 さ れ る こ と に よ っ て 、 外 向 き と な る 流 体 の 流 動 方 向 を 再 び 下 向 き に 変 更 さ せ 、
高 熱 の 廃 ガ ス を 冷 却 さ せ る と 同 時 に 酸 性 状 態 の 廃 ガ ス の 中 和 を 誘 導 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 前 記 第 ２ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口 ２ ４ を 通 過 し な が ら 下 向 き と な っ た 廃 ガ ス に お
い て 、 粒 子 性 物 質 は フ ィ ル タ ー ２ ６ を 通 過 す る こ と に よ っ て フ ィ ル タ ー ２ ６ に 捕 集 さ れ る
一 方 、 フ ィ ル タ ー ２ ６ を 通 過 し た 気 体 状 態 の 廃 ガ ス は フ ィ ル タ ー ２ ６ の 下 側 に 設 け ら れ た
排 出 口 １ ３ を 介 し て 排 出 が 行 わ れ る こ と に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 を 示 し た 構 成 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 に 適 用 さ れ た プ
ラ ズ マ ト ー チ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る プ ラ ズ マ ト ー チ を 用 い た 廃 ガ ス 処 理 装 置 の 作 動 状 態 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ０ 　 廃 ガ ス 処 理 装 置
１ １ 　 ボ デ ィ ー
１ ２ 　 廃 ガ ス 流 入 口
１ ３ 　 排 出 口
１ ４ 　 主 燃 焼 室
２ ０ 　 ス チ ー ム 発 生 器
２ １ 　 ス チ ー ム 噴 射 ノ ズ ル
２ ３ 　 第 １ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口
２ ４ 　 第 ２ 反 応 促 進 化 合 物 流 入 口
２ ５ 　 反 応 チ ュ ー ブ
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２ ６ 　 フ ィ ル タ ー
４ ０ 　 電 源 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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